
 

学校法人名および学校園名の変更に関するお知らせ 

 

 

 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、このたび大阪初芝学園は、創立の地「堺」から新たな教育を発信・展開する学園

を表現するため、2025 年 4 月 1 日より学校法人名を「利晶学園」に変更することを決定

いたしました。 

学校法人名「利晶」は、学園創立の地である「堺」ゆかりの二人の人物である千利休と

与謝野晶子に由来します。同名称は堺市において「さかい利晶の杜」等で使用され、広く

認知される名称になります。 

歴史と文化の町「堺」に創立された本学園は、「夢と高い志、挑戦、そして未来創造」

の学園理念のもと、世界で活躍する創造的な人材の育成を進めていくことを発信してま

いりました。 

法人名の変更を機に、「グローバル力や未来力、探究力」を鍛え、これまで以上に世界

で活躍する人材を輩出し、選ばれる学園創造に取り組み、園児、児童、生徒の皆様と保護

者の皆様に信頼され、地域社会に貢献する教育機関としての役割を全うしてまいります。 

法人名の変更に関しましては、「学園名称変更趣意書」にもその趣旨を記載しておりま

すので、合わせてご確認ください。 

 

なお、2024年 5月 24日開催の理事会・評議員会において堺市に所在する学校園の名称

についても変更する事を決定しました。2025 年 4 月 1 日より本学園の学校園スクールの

名称は以下のとおりとなります。 

 

今後とも、変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 

現在(2025.3.31まで) 2025.4.1より 

初芝立命館中学校・高等学校 利晶学園大阪立命館中学校・高等学校 

初芝富田林中学校・高等学校 初芝富田林中学校・高等学校 

初芝橋本中学校・高等学校 初芝橋本中学校・高等学校 

はつしば学園小学校 利晶学園小学校 

はつしば学園幼稚園 利晶学園幼稚園 

初芝スイミングスクール 初芝スイミングスクール 

 

 

 

2024年６月吉日 

 

学校法人 大阪初芝学園 

理事長 森島 朋三 

 

 



2024年 5月 24日 

学校法人 大阪初芝学園 

 

学園名称変更趣意書 

 

大阪初芝学園は、1937年堺市初芝の地に開設し、2027年に創立 90周年を迎える幼稚園、小

学校、中学校、高等学校、スイミングスクールを有する総合学園である。2008年には学校法人立

命館と教学提携し、「夢と高い志、挑戦、そして未来創造」の学園理念のもと、社会に貢献し世界

で活躍する創造的な人材の育成を進めてきた。 

しかし、世界的規模での新しい感染症の蔓延、地球規模の気温の沸騰化、石化エネルギーの

枯渇、地域紛争の激化など、未来を担う子供たちの環境はたいへん厳しい。このような困難な時

代に生きる子供たちの教育は大きく変わらなければならないとの危機感から、2022年 Vision2030

プロジェクトを立ち上げ、教育理念の強化を検討してきた。その議論の中で、新しい教育理念と決

意を社会に問うために学園名称の変更が必要であるとの結論に達した。 

新しい学園名称は学園創立の地である「堺」に相応しく、また広く認知されたものでなければな

らないとの観点から、“利晶学園”とした。「利晶」は、「堺」ゆかりの二人の人物である千利休と与

謝野晶子に由来し、歴史と文化の町「堺」に創立された本学園に相応しい。名称の使用に際して

は、堺市ならびに表千家、裏千家、武者小路千家の茶道三宗家と相談し、2025年 4月 1日付け

で「学校法人利晶学園」と称することとした。 

さて、堺は古くは東洋のベニスと呼ばれる世界への玄関口であり、日本をグローバルへつなぐ

拠点であった。Vision2030の教育理念の 1つはまさにグローバル人材の育成である。地球気温

の急上昇と砂漠化による食料危機、ヨーロッパ・中東での紛争、世界の二極化など、世界規模の

課題を解決するためにはグローバルな人的連携が不可欠である。堺の歴史に根ざしたグローバ

ル力を鍛えたい。 

また、鉄砲・自転車・私鉄など、「ものの始まりなんでも堺」といわれるように、堺は新しい“技”の

発祥の地であった。今、世の中は社会の隅々までデジタル化が進んでおり、第 5次産業革命と呼

ばれるように、生成 AI、仮想・拡張現実技術などの ICT(情報通信)技術、ロボット技術の進展は

我々の生活を根底から変えると言われている。堺の先進性にふさわしい、ICT、ロボットをものとも

しない未来力を鍛えたい。 

更に、謡曲、商業定期航空、銀座に代表されるように、古くから堺は新しい文化の発祥の地で

あった。失われた 30年と呼ばれるように、日本経済は永らく低迷を続け、今まさに我が国は新し

い製品、新しい産業、新しい生活、新しいエンターテインメントを創造できるイノベータを必要として

いる。堺の創造性にならい、探求力に溢れ、創造力を兼ね備えたイノベーション力を鍛えたい。 

日本は 2010年に人口が減少に転じ、少子高齢化の流れは止まる兆しがない。学園を取り巻く

環境は年々厳しいが、上記三つの教育理念を中心に、「新しい教育の始まりも堺」と呼ばれるよう

な選ばれる学園創造に取り組む所存である。 

以上 

 

 


